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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は肝切除術後の胆汁漏に対する非外科的管理について胆汁漏を中枢型と末梢型の2つのカ

テゴリーに分類し、それぞれに対する非外科的治療の有用性を後方視的に検討したものである。そ

の結果、経皮的胆汁漏ドレナージ、内視鏡的経鼻胆道ドレナージ、経皮経肝的胆管ドレナージにラ

ンデブー法を組み合わせた我々の非外科的治療戦略により、治療難渋例についても高侵襲な再手術

を避けることができた。また本研究の治癒率ならびに平均ドレナージ治療期間についても従来の報

告と同等の結果であり、著者らの非外科的治療戦略は低侵襲、効果的かつ安全であると考える。本

論文の内容は、肝臓外科およびIVRの分野で、肝切除術後の胆汁漏に対する非外科的治療戦略の有

用性を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


